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心理学の実験実習の レポー ト作成行動と遅延価値割引の 関係
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　　　　　　　　　　問題と目的

報酬の支払い に遅延が伴うことで 、 その 報酬の 価値が割り

引か れるが 、この 現象は遅延価値割引と呼ばれ る。 遅延価

値害1」引の 個人差は、様 々 なセ ル フ コ ン トロ
ー

ル 行動の 個人

差と関係する。本研究で は 、大学生が心理学の 初級実験の

レポ ー
トを作成する行動と遅延価値割引の 関係を検討した。

先行研究 （青山・高木 ， 印刷 中）にお い て 、遅延価値割引の

程度が緩やか な学生 は、レ ポートの 作成に費やす時間が

長 い とい う相 関関係 が 示され て い る。ただ し、そ の ような相

関関係は学部の 2年生 にお い て 認め られた が 、1年 生 に お

い て は 認め られ なか っ た。 本研究で は 、別 の サ ン プ ル を用

い て 、この 研究 の 結果を追試 す るこ とを主 な 目的 とした。具

体的 には 1年生の 比較的早い 時期と遅 い 時期で 2回測定を

繰り返 した。

　　　　　　　　　　　 方法

研 究参加者

心理学を専攻す る学部 1年生36名を対象とした。参加者

の 平均年齢は 18，4（SDO ．6）歳で あっ た。報酬として 500円

分の 図書券を渡した。

手続き

研究は春学期（前期）と秋学期（後期）に 1回 ず つ 実施 した。

2回とも、まず小集団 にお い て遅延価値割引の程度を測定

し、次にレ ポー
ト作成行動 の 記録を依頼 した。

　  遅延価値割引の測定　青山・高木 （印刷中）と同様 に

調査用紙を用い て測定した 。 質問の 選択肢は常に即時小

報酬を左 側、遅延大報酬を右側に配置 して提示 した。遅延

大報酬 の 遅延期間は 1ヶ 月、6ヶ 月、1年、5年 の 4条件 を設

定し、全員に この 順序で提示 した。 大報酬の 額は5千円と10

万円の 2条件を設けた。条件数は 、遅延4水準に大報酬額2

水準を組み合 わ せ た合計 8条件 であ っ た。

各条件 はA4版の 質問紙 1枚にっ き1条件ずつ 割 り振 り、質

問紙 1枚 の 中で は 大報酬 の 額と、遅延期間を固定した。そ

して 「今すぐにも らえる」小報酬の 額 は 、10万 円条件 で は 5

千円か ら9万5千円まで の 5千 円刻み 、5千円条件 で は250円

から4750円まで の 250円刻みの それぞ れ 19段階を昇順に配

した。また大報酬 の 提示順序は5千円条件が 先行する場合

と／0万 円条件が先行する場合とを設定した。

　実験開始時に書面 に より研究参加 へ の 同意を得た 。 その

後、質問紙 へ の 回答方法を教示 した 。 そ の 内容は 、 お 金が

実際にもらえると仮定 して 選択するこ と、選択は 左右の 金額

の うち好ましい 方をマ ル で 囲むこ とにより行うこと、しばらく

同じ側の 選択が続くと思っ た場合に は まとめて 大きくマ ル で

囲んで もよい こ とで あっ た。教示 の 後、そ の 場で 遅延価値

割引の測定を行っ た 。

　  レポート作成行動の 記録　遅延価1酷 lj引の 測定後、
レ ポー

ト作成行動 の 記録方法を教示 した。実験演習科目で

は 、半期に 3つ の テ
ー

マ の 実習を行 い 各テ ー
マ の 最終授

業の 翌週まで にその テーマ に っ い て の レ ポートを提出させ

て い た。今回の 研究で は、春学期 の 2回 目お よび 秋学期 の

1回 目の レ ポート作成行動を記録 した 。 記録欄は A4サイズ

の 用 紙 に、レ ポート提 出前の 14日間 に レポート提出当 日を

加 え計 15日分を用意した。記録欄 は 1日ご とに 区分けし、勉

強を開始 した時刻と終 了 した時刻とを記入す る欄を設けた。

記録対象とな っ た の は 、実験演習科 目の レ ポ
ー

トを作成

するた め の 行動で あっ た。なお、個人 の 特定は で きず、し

た が っ て 記録用紙 に記録 した内容 は 科 目の 成績に 反映さ

れ ない こ とを強調した。そ の 後、レ ポ
ー

ト提出時 に、記録用

紙を提出させ 、謝礼として 図書券を渡した。

　　　　　　　　　　結果と考察

遅延価値割引の 指標は、Myerson　et　al．（2001）に案楚い 、曲

線下面積を用い 、その 面積を標準化した 上で 平均した。面

積は 1から
一1の 範囲 の 値をとり、価値割引が 緩や か で あれ

ば面積が大きく、割引が激しければ面積が小さくなる。今回

は、面積が 0．25以上 の 13名を割引小群、面積が
一
〇．25以下

の 13名を割引大群とした。
レポ

ー
ト作成行動の 指標として は、  15日間の 学習時間

の 合計 （総学習時間）と  総学習時間の 内、レ ポー
ト提出 口

の前 日お よび当日の 2 日分の 学習時間の 占める割合（
一

夜

漬け率）を算出した。

春学期の結果　総学習時間、一夜漬け率 とも群問に 有意な

差は見られなか っ た。

秋学期の結果 総学習時間と
一

夜漬け率 の 平均値を 表 1に

示す 。 割引大群の 方 がやや勉強時間が 短 く、群間 に 有意傾

向が認められた（t （19．6）＝1，74，ρ ＜．10）。一夜漬け率に は 群

間に有意な差 が 見られ （t（24）＝2．15，ρ 〈．05）、価f酷 ll引大群

の 方が
一

夜漬け率が高か っ た。この ことか ら、1年生が レ ポ

ー
ト作成にある程度慣れ た頃 に、遅延価値割引の 激しい 学

生は学習時間が短くなり、一夜漬け的な学習行動になること

が示された。

（本研究0）実施 にあた り、同志社大学 文 学部 心理 学科2006年
度生 の 熨斗華衣さん の 協力 を得ましたことを感謝します。）

表 1 秋学期の 総学習時間（分）および
一

夜潰け率 の 平均値
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